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トヨタのクルマをご愛顧いただいている
世界中のお客様、そして私たちの取り組みを
支えていただいている株主の皆様、
販売店・仕入先、全てのステークホルダーの皆様に
深く感謝申し上げます。

なお、昨年夏以降の相次ぐ減産により、
多くのお客様への納車をお待たせしていること、
大変申し訳ございません。
少しでも早くお届けできるよう、努力してまいります。
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第３四半期までの9ヶ月累計は、
半導体需給のひっ迫やコロナ拡大による供給制約、
資材高騰などのマイナス要因があったものの、
もっといいクルマづくりによる高い商品力に加え、
販売店や仕入先を含めた販売力や供給力、
現場力に支えられた取り組みを推進した結果、
増収増益の決算となりました。

第４四半期は、強い需要に対応すべく高い生産計画に
チャレンジしてまいりましたが、
足下の不安定な稼働状況を踏まえ、
前回見通しから生産台数を50万台引下げます。
ただ、生産計画は依然として高レベルを維持しております。

営業利益見通しは、生産台数は引下げたものの、
円安や収益改善活動の積上げを織り込み、据え置きとしました。
更なる収益の上積みに取り組んでまいります。

⾧い納期をお待ちいただくお客様には引き続きご迷惑を
おかけしますが、販売店、仕入先と共に、
オールトヨタで改善を進めてまいります。
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4月から12月までの、
9ヶ月累計の実績について、ご説明いたします。

当期の連結販売台数は、
前年同期に対して112.1％となる、609万6千台、
トヨタ・レクサス販売台数は、
前年同期に対して108.0％となる、715万5千台
となりました。
電動車の比率は27.7%となりました。



当期の連結決算は、

営業収益、 23兆2,670億円
営業利益、 2兆5,318億円
税引前利益、 3兆2,375億円
当期利益、 2兆3,162億円

となりました。

6



営業利益の増減要因について、ご説明いたします。

為替変動の影響により、4,450億円の増益、
原価改善の努力は、資材高騰の影響により、1,650億円の減益、
営業面の努力は、販売台数の増加や金融事業の収益改善により、
8,750億円の増益、
諸経費の増減・低減努力は、800億円の減益となりました。

この結果、為替変動・スワップ評価損益等の影響を除いた
営業利益は、6,300億円の増益となりました。
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所在地別の営業利益は、
ご覧の通り、全ての地域で増益となりました。

これは主に、
為替変動の影響や販売台数の増加によるものです。
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中国事業ならびに金融セグメントについて、
ご説明いたします。

中国事業については、
連結子会社の営業利益は為替変動の影響などにより、
持分法適用会社の持分法による投資損益は、
為替変動および営業面の努力などにより、
増益となりました。

金融セグメントについては、
融資残高の増加や、融資利ざやの拡大などにより、
増益となりました。
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続いて、2022年3月期の見通しについて、
ご説明いたします。

連結販売台数については、
前回見通しに対して、96.5%となる
825万台を見込んでおります。

地域別の内訳については、記載の通りでございます。

また、トヨタ・レクサス販売台数については、
前回据え置きとしております。
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トヨタ・レクサス生産台数については、
コロナ感染拡大や半導体需給ひっ迫など、
先行きが見通しにくい状況から、
前回から50万台引下げ、850万台といたしました。

850万台の計画は、
現在見込めております部品供給不足を全て織り込んだ上、
更に10万台程度保守的に見込む前提です。
引き続き、調達努力による挽回を進めます。

現在、お客様には商品のお届けまで
大変⾧くお待ち頂いております。
それにお応えするため、来年度を含めて出来る限りの
生産計画を策定しておりますが、
オミクロン株の感染拡大や半導体需給のひっ迫など、
先行きが大変見通しにくい状況が継続しております。

引き続き供給努力を行うと共に、これまで以上に、
お客様、販売店、仕入先の皆様と
丁寧にコミュニケーションを行って参ります。
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次に、連結決算の見通しです。

1月以降の為替レートの前提を、
ドル110円、ユーロ125円とし、
通期の為替レートを、
ドル111円、ユーロ129円といたしました。

通期の業績見通しは

営業収益 29兆5,000億円
営業利益 2兆8,000億円
税引前利益 3兆5,200億円
当期利益 2兆4,900億円

を見込んでおります。

14



前回見通しからの増減要因についてご説明いたします。

為替を円安に見直したことによる増益を見込む一方、
販売台数の減少などにより、前回据え置きとなっております。
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前年同期と比較した増減要因は、ご覧の通りです。

供給面や資材高騰など、先行きは予断を許さない状況ですが、
コロナ禍による様々な追い風を、一過性のものにせず、
実力として取り込めるよう、努力を続けてまいります。

以上で決算に関するご説明を終わらせて頂きます。
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